
更に
詳しい情報は

岡崎市議会HPへ

vol.

2018

194

9月
定例会

平成30年11月1日発行平成30年11月1日発行

平成29年度決算の認定議案を始め

37議案で活発な審議

P02

P08

P09

P10

P12

P13

P14

P15

P16

一般質問

主な議案

委員会審査

29年度決算審査

討論

審議結果

おかざき未来“夢”プロジェクト、12月定例会予定

政務活動費の透明性確保へ

採択請願、政府などへの意見書 ほか

おかざき未来“夢”プロジェクト 子ども子育てラウンドテーブル
（岡崎女子大学・岡崎女子短期大学）

P14に関連記事あり

おかざき未来“夢”プロジェクト 子ども子育てラウンドテーブル
（岡崎女子大学・岡崎女子短期大学）

P14に関連記事あり

おかざき未来“夢”プロジェクト 子ども子育てラウンドテーブル
（岡崎女子大学・岡崎女子短期大学）

P14に関連記事あり



荻
野

秀
範
（
自
民
清
風
会
）

・
中
山
間
地
域
の
振
興

・
林
業
の
振
興

・
公
文
書
の
管
理

井
村

伸
幸
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

・
認
知
症

・
自
転
車
の
安
全

神
谷

寿
広
（
自
民
清
風
会
）

・
風
水
害
時
の
対
応

・
立
地
適
正
化
計
画

野
本

篤
（
自
民
清
風
会
）

・
南
公
園

・
投
票
済
証

・
震
災
対
応
訓
練

鈴
木

英
樹
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
防
災
・
減
災

・
阿
知
和
地
区
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

・
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

磯
部

亮
次
（
自
民
清
風
会
）

・
本
市
の
空
き
家
対
策

・
太
陽
の
城
跡
地
活
用
に
向
け
た
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

新
免

悠
香
（
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
高
齢
者
が
元
気
に
外
出
で
き
る
サ
ー

ビ
ス

・
子
育
て
支
援
施
策

・
身
元
保
証
支
援

・
岡
崎
墓
園

杉
山

智
騎
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会
）

・
本
市
の
福
祉

江
村

力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会
）

・
幸
福
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

・
教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

原
田

範
次
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
鹿
乗
川
の
水
害
対
策

・
防
災

中
根

武
彦
（
自
民
清
風
会
）

・
岡
崎
市
汚
水
適
正
処
理
構
想

・
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー

杉
浦

久
直
（
自
民
清
風
会
）

・
防
災

・
福
祉

畑
尻

宣
長
（
公
明
党
）

・
受
動
喫
煙
対
策

・
債
権
管
理

・
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
推
進

・
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士

野
々
山

雄
一
郎
（
無
所
属
）

・
公
共
空
間
に
お
け
る
快
適
さ
の
追
求

・
本
市
の
Ｐ
Ｒ
戦
略

野
島

さ
つ
き
（
公
明
党
）

・
若
者
対
策
の
推
進

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
福
祉
総
合
相
談
支
援

体
制
の
取
り
組
み

木
全

昭
子
（
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る

憲
法
２５
条
を
守
る
市
政

・
高
齢
者
福
祉
の
充
実

・
市
税
等
の
滞
納
へ
の
対
応

・
河
川
改
修

柴
田

敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
防
災

・
健
康
づ
く
り
の
推
進

・
本
市
の
お
も
て
な
し

鈴
木

雅
子
（
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
本
市
の
防
災
計
画

・
図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ
り
ぶ
ら
の
駐
車
場

・
Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
の
駐
輪
場
と
周
辺
整
備

井
手
瀬

絹
子
（
公
明
党
）

・
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
対
策

・
通
学
時
に
お
け
る
負
担
軽
減

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
事
業
に

関
す
る
取
り
組
み

・
子
育
て
支
援

一
般
質
問
と
は

・
議
案
と
は
別
に
、
執
行
機
関
に
対
し

て
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針

な
ど
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
報
告

や
説
明
を
求
め
、
疑
問
を
問
い
た
だ

す
も
の
で
す
。

・
岡
崎
市
議
会
で
は
６
、
９
、
１２
月
定

例
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
を
行
っ
た

全
て
の
議
員
が
一
問
一
答
方
式
に
よ
り

質
問
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
で
は
、
１９
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の

質
問
項
目
の
概
要
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
事
録
及
び
議
会
映
像
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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中
山
間
地
域
の
振
興

認
知
症

風
水
害
時
の
対
応

南
公
園

荻
野

秀
範
（
自
民
清
風
会
）

問

平
成
２８
年
度
に
策
定
し
た
土
地

利
用
基
本
計
画
で
は
、
市
街
化
調

整
区
域
内
の
地
区
計
画
実
施
に
向
け
た

運
用
指
針
を
定
め
て
い
る
。
運
用
指
針

で
示
す
要
件
に
対
応
で
き
る
土
地
は
少

な
い
と
感
じ
て
い
る
が
、
制
度
を
運
用

す
る
上
で
本
市
の
考
え
は
。

答

本
来
、
市
街
化
調
整
区
域
は
市

街
化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
で
あ
り
、

開
発
行
為
、
建
築
物
の
建
築
等
に
厳
し

い
基
準
を
設
け
て
い
る
。
し
か
し
、
持

続
可
能
な
都
市
経
営
が
求
め
ら
れ
る
中
、

本
市
と
し
て
も
市
街
化
調
整
区
域
や
都

市
計
画
区
域
外
で
の
集
落
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
は
既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

存
続
を
図
る
た
め
、
地
元
の
理
解
や
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
関
係
す
る
条

例
・
規
則
等
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
運

用
指
針
の
見
直
し

に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

井
村

伸
幸
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

２７
年
１
月
に
策
定
さ
れ
た
認
知

症
施
策
推
進
総
合
戦
略
で
は
、
若

年
性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
各
都
道
府
県
に
配
置
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
若
年
性
認
知
症
の
人
の

自
立
支
援
に
か
か
わ
る
関
係
者
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
調
整
役
を
担
う
と
の

こ
と
だ
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に
連

携
を
と
っ
て
い
く
考
え
か
。

答

若
年
性
認
知
症
の
人
の
支
援
を

行
っ
た
際
、
愛
知
県
若
年
性
認
知

症
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
依
頼
し
て
本
市
の
個
別
ケ
ア

会
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
本
人
の
希

望
す
る
生
活
を
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
就
労
系
の
支
援
事
業
所
に

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
も
あ

る
。
今
後
も
相
談
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

本
人
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う

に
県
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
。

神
谷

寿
広
（
自
民
清
風
会
）

問

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
本
市
で
は
防
災
緊
急
メ
ー
ル

や
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
様
々
な
媒
体
を
活

用
し
て
お
り
、
住
民
が
自
分
に
合
っ
た

手
段
を
選
択
し
て
情
報
を
入
手
で
き
る

体
制
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
に
対
し
緊

急
情
報
を
音
声
で
訴
え
る
手
段
と
し
て

防
災
ラ
ジ
オ
が
あ
る
が
、
導
入
の
経
緯

と
普
及
状
況
は
。

答

２０
年
８
月
末

豪
雨
の
際
、
深

夜
に
お
け
る
市
民
へ

の
避
難
関
連
情
報
等
、

市
か
ら
の
緊
急
情
報
の
確
実
な
伝
達
が

課
題
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
音
声
に
よ
る
情

報
伝
達
媒
体
が
必
要
と
判
断
し
、
２０
年

末
か
ら
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を
始
め
た
。

現
在
で
は
、
８
月
末
豪
雨
の
床
上
浸
水

世
帯
、
避
難
所
、
防
災
関
連
機
関
、
各

町
内
会
、
公
共
施
設
等
へ
の
配
備
及
び

市
民
へ
の
販
売
を
合
わ
せ
て
約
８
６
０

０
台
が
普
及
し
て
い
る
。

野
本

篤
（
自
民
清
風
会
）

問

南
公
園
の
多
く
の
施
設
は
設
置

か
ら
既
に
数
十
年
が
経
過
し
て
お

り
、
抜
本
的
な
再
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
再
整
備
計
画
は
あ
る
か
。
ま
た

市
民
プ
ー
ル
の
再
整
備
を
行
う
場
合
は

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
か
。

答

各
施
設
は
定
期
的
に
点
検
、
修

繕
を
行
っ
て
い
る
が
、
修
繕
で
の

対
応
に
限
界
が
来
た
場
合
は
順
次
更
新

を
し
て
い
る
。
再
整
備
に
向
け
て
は
、

民
間
企
業
と
の
連
携
や
財
政
面
で
の
負

担
も
含
め
、
現
在
業
務
委
託
を
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
。
市
民
プ
ー
ル
の
再

整
備
に
つ
い
て
は
、
規
模
や
事
業
方
式

等
に
よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
わ
る

が
、
仮
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
事
業
を
進
め

る
場
合
、
少
な
く
と
も
５
年
は
か
か
る
。

各
施
設
の
経
年
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、

早
期
の
再
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

十
分
理
解
し
て
い
る
が
、
他
の
都
市
公

園
で
も
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

一般質問

防災ラジオ

土地利用基本計画
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健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

本
市
の
空
き
家
対
策

高
齢
者
が
元
気
に

外
出
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

本
市
の
福
祉

鈴
木

英
樹
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

本
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
と
ま

ち
づ
く
り
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歩
い
て
健
康
、
食
べ
て
健

康
を
町
な
か
で
実
感
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
を
進
め
て
い
る
。
健
康
無
関
心
層

の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
に
は
健
幸
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
の
養
成
が
重
要
と
思
う
が
、

そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答

本
市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル

ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

認
定
さ
れ
て
い
る
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

で
は
な
い
が
、
既
存
の
健
康
推
進
員
等

の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
今
年
度
か
ら

は
健
康
づ
く
り
の
情
報
を
人
に
伝
え
る

た
め
の
講
義
と
演
習
を
取
り
入
れ
、
受

講
者
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
と
身

近
な
人
へ
の
健
康
情
報
の
伝
達
を
始
め

た
。
ま
た
、
１０
月
１４
日
に
開
催
す
る
岡

崎
げ
ん
き
館
秋
の
げ
ん
き
ま
つ
り
に
合

わ
せ
、
本
市
か
ら
の
委
託
に
よ
っ
て
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
岡
崎
げ
ん

き
館
市
民
会
議
が
、
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
養
成
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

磯
部

亮
次
（
自
民
清
風
会
）

問

空
き
家
対
策
を
よ
り
具
体
的
に

推
進
す
る
に
は
、
本
市
独
自
の
対

策
や
条
例
の
制
定
を
し
て
い
く
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答

本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

専
門
家
と
の
協
働
に
よ
る
相
談
窓

口
を
整
備
し
、
助
言
・
指
導
を
行
う
な

ど
、
所
有
者
自
ら
が
適
切
に
空
き
家
を

管
理
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
て

き
た
。
特
別
措
置
法
の
定
め
る
手
続
で

は
、
助
言
ま
た
は
指
導
を
し
た
上
で
所

有
者
に
改
善
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
自
治
体
の
中
に
は
危
険
な
状

態
を
回
避
す
る
た
め
市
町
村
が
必
要
最

小
限
度
の
措
置
を
行
い
、
後
に
費
用
を

所
有
者
に
請
求
す
る
緊
急
安
全
措
置
を

条
例
に
定
め
る
例
も
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
も
特
別
措
置
法
を
適
切
に
運
用
す

る
と
と
も
に
、
緊
急

安
全
措
置
な
ど
の
対

策
を
視
野
に
入
れ
た

条
例
の
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

新
免

悠
香
（
日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団
）

問

本
市
の
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成

は
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
も
の

の
み
で
あ
る
。
高
齢
者
の
外
出
支
援
の

た
め
に
も
、
他
市
が
実
施
す
る
タ
ク
シ

ー
料
金
の
助
成
を
検
討
す
る
考
え
は
。

答

高
齢
者
が
外
出
困
難
と
な
る
理

由
と
し
て
、
介
助
が
必
要
と
い
う

身
体
面
、
バ
ス
停
や
駅
が
遠
い
な
ど
の

地
域
面
、
交
通
機
関
の
運
行
本
数
が
少

な
い
な
ど
の
利
便
性
、
外
出
に
お
金
が

か
か
る
と
い
う
経
済
面
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
公
共
交
通
機
関
や
自
家
用
車
に

よ
る
移
動
が
困
難
な
重
度
障
が
い
者
に

は
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
該
当
す
る
高
齢
者

に
も
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
る
。

新
た
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ

ー
料
金
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
が
、

通
院
に
限
ら
ず
、
買
い
物
、
友
人
と
の

交
流
な
ど
、
外
出
は
心
身
の
健
康
の
た

め
に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
の
外
出
支
援
や
移
動
支
援
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

杉
山

智
騎
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会
）

問

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
友
愛

の
家
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
。
ま
た
、

一
人
で
バ
ス
に
乗
車
し
て
行
く
場
合
、

バ
ス
停
か
ら
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
あ
る
と

こ
ろ
を
通
る
と
遠
回
り
と
な
る
よ
う
に

思
う
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答

視
覚
障
が
い
者
の
移
動
方
法
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
親
族
の

送
迎
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
だ
と
考

え
て
い
る
。
一
人
で
バ
ス
を
利
用
し
て

来
所
す
る
場
合
に
備
え
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
等
を
整
備
し
て
い
る
が
、
利
用
者
の

立
場
に
立
っ
た
設
置
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、

視
覚
障
が
い
者

や
支
援
者
、
視

覚
障
が
い
者
団

体
等
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、

今
後
も
対
応
策

を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一般質問

友愛の家
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幸
福
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

防
災

岡
崎
市汚

水
適
正
処
理
構
想

福
祉

江
村

力
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会
）

問

中
核
市
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
本
市
の
総
合
ラ
ン
キ

ン
グ
は
４５
市
中
５
位
だ
が
、
教
育
分
野

は
４１
位
で
あ
る
。
こ
れ
を
更
に
学
校
教

育
と
社
会
教
育
に
分
割
し
た
場
合
、
学

校
教
育
は
４３
位
と
な
る
。
２
０
１
６
年

版
の
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
学
校
教
育
は
下

位
の
ま
ま
で
あ
り
、
教
育
費
の
増
額
が

必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答

教
育
費
の
予
算
に
つ
い
て
は
教

員
の
現
場
に
関
す
る
部
分
で
の
削

減
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
本
市
の
税

収
も
増
加
し
て
き
た
が
、
社
会
福
祉
等

の
費
用
も
増
加
し
て
き
て
い
る
た
め
、

過
去
に
実
施
し
て
き
た
予
算
に
つ
い
て

も
当
然
な
が
ら
見
直
し
と
い
う
観
点
も

必
要
で
あ
る
。
教
育
費

の
み
に
し
わ
寄
せ
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
新
た
に
予
算
化

し
た
も
の
も
多
く
あ
る

と
い
う
こ
と
を
御
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

原
田

範
次
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

本
市
の
防
災
基
本
条
例
で
は
、

市
の
責
務
と
し
て
、
被
害
を
最
小

限
に
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を

講
じ
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
防
災
行

政
の
整
備
及
び
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
あ
る
。
今
回
、
北
野
町
の

住
民
が
４
㍍
道
路
の
整
備
に
向
け
て
地

主
に
対
し
て
道
路
用
地
の
寄
附
を
依
頼

し
た
が
、
こ
う
し
た
市
民
活
動
に
対
す

る
本
市
の
見
解
は
。

答

本
市
の
防
災
基
本
条
例
は
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
観
点
か
ら
、

市
民
、
事
業
者
、
市
及
び
議
会
が
そ
れ

ぞ
れ
の
責
務
を
果
た
し
協
働
す
る
こ
と

で
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
災
害
対
策
の
充
実
と
強
化
に
努
め

る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。
今

回
の
よ
う
な
地
域
防
災
を
目
的
と
し
た

道
路
用
地
の
寄
附
は
、
地
域
の
安
全
を

住
民
自
ら
が
構
築
す
る
も
の
で
、
市
民

の
責
務
を
果
た
す
行
為
と
し
て
条
例
の

基
本
理
念
の
実
現
に
資
す
る
す
ば
ら
し

い
事
例
と
考
え
て
い
る
。

中
根

武
彦
（
自
民
清
風
会
）

問

下
水
道
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、

滝
町
は
下
水
道
区
域
と
合
併
処
理

浄
化
槽
区
域
と
に
二
分
さ
れ
た
が
、
同

様
の
事
例
は
あ
る
か
。
ま
た
、
下
水
道

整
備
を
見
合
わ
せ
る
場
合
は
浄
化
槽
が

必
要
で
あ
る
が
、
下
水
道
整
備
予
定
区

域
内
で
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処

理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場
合
は
転
換
補

助
金
の
対
象
と
な
る
か
。

答

下
水
道
計
画
を
見
直
す
際
、
将

来
の
人
口
減
少
を
考
慮
し
、
使
用

料
や
整
備
費
、
維
持
管
理
費
等
を
よ
り

詳
細
に
精
査
し
て
持
続
的
な
経
営
が
可

能
な
範
囲
を
下
水
道
区
域
と
し
た
。
滝

町
の
場
合
、
常
磐
小
学
校
の
周
辺
ま
で

は
家
屋
の
連
担
性
が
あ
り
採
算
も
見
込

ま
れ
る
が
、
上
流
区
域
で
は
難
し
い
と

判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
な
見
直
し
は
市

全
体
で
行
っ
て
お
り
他
の
町
で
も
同
様

で
あ
る
。
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す

る
際
の
補
助
金
の
対
象
地
域
は
、
下
水

道
整
備
予
定
区
域
や
農
業
集
落
排
水
区

域
は
含
ま
れ
な
い
た
め
対
象
外
で
あ
る
。

杉
浦

久
直
（
自
民
清
風
会
）

問

福
祉
改
革
が
本
格
的
に
動
き
始

め
た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
に
は

住
民
へ
の
包
括
的
か
つ
総
合
的
な
相
談

支
援
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答

地
域
に
お
け
る
福
祉
総
合
相
談

体
制
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
額

田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
岡
崎
市

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
本
市
が
協
働
し
、

額
田
セ
ン
タ
ー
内
に
福
祉
総
合
相
談
窓

口
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
職
員
や

関
係
課
が
連
携
し
な
が
ら
相
談
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
は
更
に
ス

ム
ー
ズ
か
つ
緊
密
な
連
携
が
求
め
ら
れ

る
た
め
、
４
月
に
福
祉
部
を
初
め
と
し

た
６
部
１６
課
で
構
成
す
る
福
祉
総
合
相

談
体
制
検
討

会
議
を
設
置

し
、
相
談
体

制
の
仕
組
み

づ
く
り
の
検

討
を
進
め
て

い
る
。

一般質問

福祉総合相談窓口
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木
造
住
宅
耐
震
改
修
の推

進

公
共
空
間
に
お
け
る

快
適
さ
の
追
求

若
者
対
策
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

畑
尻

宣
長
（
公
明
党
）

問

横
浜
市
で
は
、
耐
震
化
を
促
す

戸
別
訪
問
事
業
を
行
っ
た
結
果
、

前
年
と
比
較
し
て
耐
震
診
断
で
１
・
６３

倍
、
訪
問
相
談
で
１
・
８９
倍
、
特
に
耐

震
改
修
で
は
４
・
８
倍
と
大
き
く
伸
び

た
。
周
知
を
行
う
た
め
に
は
戸
別
訪
問

が
効
果
的
で
あ
り
、
本
市
で
も
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

本
市
は
３２
年
度
に
住
宅
の
耐
震

化
率
を
９５
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ

て
お
り
、
住
宅
の
耐
震
化
を
更
に
促
進

す
る
た
め
、
２９
年
３
月
に
住
宅
耐
震
化

促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

し
、
耐
震
診
断
未
実
施
者
へ
の
戸
別
訪

問
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
２９

年
度
に
は
１
６
２
戸
の
戸
別
訪
問
を
実

施
し
た
が
、
職
員
に
よ
る
訪
問
件
数
に

は
限
界
が
あ
り
、
目
標
に
向
け
て
緊
急

的
に
耐
震
化
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
も
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、

委
託
に
よ
る
戸
別
訪
問
に
つ
い
て
も
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

野
々
山

雄
一
郎
（
無
所
属
）

問

本
市
の
文
化
施
設
の
う
ち
、
洋

式
ト
イ
レ
の
数
が
和
式
ト
イ
レ
を

下
回
っ
て
い
る
主
な
施
設
や
今
後
整
備

計
画
の
あ
る
施
設
は
。
ま
た
、
公
園
の

ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は
。

答

ト
イ
レ
の
洋
式

化
率
が
５０
％
以
下

の
主
な
文
化
施
設
は
、

甲
山
会
館
、
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル
、
竜
美

丘
会
館
、
家
康
館
、
地
域
文
化
広
場
及

び
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
を
除
く
６
市
民

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
せ
き
れ
い
ホ
ー
ル

及
び
地
域
文
化
広
場
は
改
修
工
事
を
予

定
し
て
お
り
、
改
修
後
は
半
数
以
上
の

ト
イ
レ
が
洋
式
と
な
る
。
ま
た
、
竜
美

丘
会
館
に
お
い
て
も
３０
年
度
中
に
ト
イ

レ
の
一
部
を
洋
式
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

公
園
ト
イ
レ
の
整
備
は
、
多
目
的
ト
イ

レ
は
全
て
洋
式
化
し
て
お
り
、
通
常
の

ト
イ
レ
は
使
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
確
認

し
和
式
ト
イ
レ
を
一
部
残
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
な
お
、
中
央
総
合
公
園
は

３０
年
度
の
整
備
で
２３
基
を
洋
式
化
す
る
。

野
島

さ
つ
き
（
公
明
党
）

問

き
め
細
や
か
な
政
策
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
若
者
世
代
へ
の

様
々
な
支
援
や
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
と
考
え
る
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
若
者
は
重
要
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
心

を
つ
か
む
た
め
の
戦
略
は
。

答

若
者
世
代
は
情
報
発
信
に
対
す

る
意
欲
も
高
い
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
た
魅
力
の
発
信
に
参
加
し
て

も
ら
う
仕
組
み
づ
く
り
が
効
果
的
と
考

え
、
岡
崎
ハ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
観
光
伝
道
師
に
任
命
し
た
カ
リ

ス
マ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
東
海
オ
ン
エ

ア
と
の
連
携
に
よ
り
、
全
国
ふ
る
さ
と

甲
子
園
の
行
き
た
い
ま
ち
№
１
に
選
ば

れ
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
若
者
の
可
能
性
を
見
る
こ
と
も
で
き

た
。
今
後
も
若
者
特

有
の
考
え
や
行
動
原

理
等
に
基
づ
い
た
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

木
全

昭
子
（
日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団
）

問

磁
気
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
ま
だ

認
知
度
が
低
い
と
思
う
が
、
こ
れ

か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
と
需
要

も
ふ
え
る
と
考
え
て
い
る
。
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
促
す
た
め
に
も
公
共
施
設

の
貸
出
し
窓
口
近
く
に
磁
気
ル
ー
プ
マ

ー
ク
を
掲
示
し
、
受
信
機
の
貸
出
し
や

設
置
台
数
を
ふ
や
す
等
、
利
用
し
や
す

く
す
べ
き
と
思
う
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答

り
ぶ
ら
ホ
ー
ル
を
貸
出
す
際
に

主
催
者
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

は
、
ホ
ー
ル
内
で
磁
気
ル
ー
プ
の
対
応

中
で
あ
る
こ
と
を
入
り
口
に
掲
示
し
て

い
る
。
現
在
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
周

知
し
て
い
る
が
、
今
後
は
施
設
の
利
用

申
請
時
に
も
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
会
場
内

で
も
磁
気
ル

ー
プ
の
対
応

中
に
は
、
そ

の
旨
を
掲
示

し
て
い
き
た

い
。

一般質問

中央総合公園のトイレ

磁気ループマーク

岡崎ハートマップ
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本
市
の
お
も
て
な
し

図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ

り
ぶ
ら
の
駐
車
場

女
性
の
視
点
を

生
か
し
た
防
災
対
策

柴
田

敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

太
陽
光
発
電
を
利
用
し
、
手
軽

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
充
電
で
き

る
ソ
ー
ラ
ー
充
電
ス
タ
ン
ド
・
シ
テ
ィ

チ
ャ
ー
ジ
を
駅
南
中
央
公
園
に
設
置
し
、

災
害
時
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
籠
田

公
園
南
の
豊
川
信
用
金
庫
跡
地
へ
の
設

置
は
可
能
か
。

答

駅
南
中
央
公
園
は
岡
崎
駅
南
土

地
区
画
整
理
事
業
に
隣
接
す
る
公

園
で
、
健
康
と
防
災
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

地
域
の
防
災
力
強
化
を
図
る
目
的
も
あ

る
た
め
、
発
災
時
の
応
援
活
動
用
に
携

帯
端
末
機
へ
充
電
可
能
な
ソ
ー
ラ
ー
照

明
灯
を
３
基
設
置
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
豊
川
信
用
金
庫
跡
地

に
お
い
て
は
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
導

入
を
検
討
し
て
お
り
、
充
電
設
備
の
設

置
は
事
業
者
側
で
対
応
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
た
め
、
今
後
、
公
募
設
置
等
の

指
針
を
策
定
す
る
際
に
は
、

充
電
設
備
の
提
供
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木

雅
子
（
日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団
）

問

駐
車
時
間
を
気
に
せ
ず
に
り
ぶ

ら
を
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
館

内
利
用
者
に
は
２
時
間
を
超
え
た
と
し

て
も
駐
車
料
金
を
無
料
に
す
べ
き
と
思

う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答

館
内
利
用
者
に
対
し
て
２
時
間

無
料
と
い
う
制
限
を
撤
廃
す
る
場

合
、
多
く
の
人
が
り
ぶ
ら
の
駐
車
場
を

利
用
し
よ
う
と
し
て
民
間
駐
車
場
の
営

業
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
み

で
な
く
、
開
館
当
初
以
上
に
渋
滞
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

り
ぶ
ら
の
駐
車
場
は
、
短
時
間
利
用
を

想
定
し
て
い
る
図
書
館
利
用
者
や
有
料

施
設
の
利
用
者
が
駐
車
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
駐
車
場
の

利
用
の
回
転
率
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
た
今
の
制
度
は
合
理
的
と
考

え
る
。
町
な
か
の
施
設
環
境
で
は
駐
車

料
金
の
負
担
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
、
現
段
階
で
は
無
料
時
間

の
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

井
手
瀬

絹
子
（
公
明
党
）

問

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断
時
の
母
乳

代
替
食
品
の
一
つ
と
し
て
、
お
湯

を
必
要
と
し
な
い
液
体
ミ
ル
ク
の
有
用

性
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、
本
市
で
も

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
に
関
し
て

は
、
現
在
、
外
国
製
品
の
保
存
期

間
が
長
く
て
１
年
で
あ
る
こ
と
、
防
災

備
蓄
倉
庫
内
部
の
特
に
夏
の
温
度
状
態

で
常
温
保
存
可
能
か
把
握
で
き
て
い
な

い
こ
と
、
国
内
製
品
の
価
格
設
定
が
わ

か
ら
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
際
に
商

品
化
さ
れ
て
詳
細
が
明
確
に
な
っ
た
段

階
で
総
合
的
に
判
断
す
る
。
本
市
の
備

蓄
で
は
全
て
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な

い
こ
と
や
液
体
ミ
ル
ク
に
育
児
負
担
の

軽
減
な
ど
の
日
常
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
か
ら
、

家
庭
で
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
備
蓄
を

進
め
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。

▼
議
会
を
傍
聴
し
て

予
備
知
識
が
な
い
と
聞
い

て
も
理
解
し
づ
ら
い
部
分
が

あ
っ
た
が
、
勉
強
に
な
っ
た
。

初
め
て
傍
聴
し
た
が
、
議

場
が
身
近
に
感
じ
た
。
し
っ

か
り
し
た
討
議
が
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
傍
聴
し
た
い
と

思
っ
た
。

パ
ネ
ル
の
画
面
が
見
づ
ら

い
た
め
、
傍
聴
席
用
の
モ
ニ

タ
ー
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

議
員
が
身
近
な
問
題
に
つ

い
て
質
問
し
て
お
り
、
地
域

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。

議
員
の
一
般
質
問
の
下
調

べ
が
と
て
も
大
変
だ
と
感
じ

た
が
、
今
回
議
会
を
傍
聴
で

き
た
こ
と
で
市
政
へ
の
関
心

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
た
。

女
性
議
員
の
一
般
質
問
を

傍
聴
し
た
が
、
し
っ
か
り
と

し
た
考
え
に
大
変
感
心
し
た
。

一般質問
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条
例
議
案

■
学
区
集
会
施
設
条
例
の
一
部
改
正
／

学
区
集
会
施
設
の
適
正
な
配
置
を
実

現
す
る
た
め
、
豊
富
学
区
市
民
ホ
ー

ム
を
移
転
す
る

■
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正
／
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

制
限
の
適
用
期
間
の
変
更
に
準
じ
、

所
要
の
規
定
を
整
理
す
る

■
遺
児
手
当
条
例
の
一
部
改
正
／
児
童

扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
児

童
扶
養
手
当
の
支
払
期
月
等
の
変
更

に
準
じ
、
遺
児
手
当
の
支
払
期
月
等

を
変
更
す
る

■
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
施
設
条
例

の
廃
止
／
施
設
の
設
置
目
的
と
し
て

の
役
割
を
終
え
た
た
め
、
中
山
間
地

域
農
村
活
性
化
施
設
を
廃
止
す
る

■
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
／
愛
知
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
愛
知
病
院
の
経
営
移
管
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
規
定
を
整
備
す
る

そ
の
他
議
案

■
財
産
の
譲
与
（
豊
富
学
区
市
民
ホ
ー

ム
及
び
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
外
１
件
）
／
豊
富
学
区
市
民

ホ
ー
ム
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
及
び
中
山
間
地
域
農
村
活

性
化
施
設
の
建
物
、
工
作
物
及
び
物

品
を
自
治
会
に
譲
与
す
る

■
工
事
請
負
の
契
約
（
中
央
総
合
公
園

体
育
館
天
井
改
修
工
事
外
５
件
）
／

中
央
総
合
公
園
体
育
館
天
井
改
修
工

事
、
中
央
総
合
公
園
錬
成
道
場
天
井

改
修
工
事
、
中
央
総
合
公
園
体
育

館
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
錬
成
道
場
電

気
設
備
改
修
工
事
、
中
央
総
合
公
園

体
育
館
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
錬
成
道

場
機
械
設
備
改
修
工
事
、
市
営
住
宅

平
地
荘
新
築
工
事
（
Ａ
工
区
）
及
び

市
営
住
宅
平
地
荘
新
築
工
事
（
Ｂ
工

区
）
の
契
約
を
行
う

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
総
務
費
／
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事

業
費
補
助
金
、
土
地
購
入
費
な
ど
約

６
８
４
８
万
円
の
増

○
民
生
費
／
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給

付
費
負
担
金
、
私
立
保
育
園
運
営
費

補
助
金
な
ど
約
１
億
７
０
９
５
万
円

の
増

○
農
林
業
費
／
間
伐
推
進
委
託
料
２
１

１
万
円
の
増

○
土
木
費
／
道
路
維
持
修
繕
工
事
請
負

費
、
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
工
事
請

負
費
、
橋
り
ょ
う
改
築
工
事
負
担
金

な
ど
１
億
９
０
５
６
万
円
の
増

○
教
育
費
／
契
約
等
支
援
委
託
料
な
ど

約
７
４
４
万
円
の
増

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
／
国
保
情
報
集
約

シ
ス
テ
ム
運
用
手
数
料
、
療
養
給
付

費
等
国
庫
負
担
金
返
還
金
な
ど
約
４

億
７
８
０
０
万
円
の
増

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
／
保
険
料
等
負
担
金

な
ど
約
１
６
０
０
万
円
の
増

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
／
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
、
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
返

還
金
な
ど
約
３
億
３
５
２
６
万
円
の

増
■
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
／
業
務
運
営
管
理
委
託
料
、
結

核
患
者
用
病
床
基
本
計
画
作
成
委
託

料
な
ど
約
１
２
５
０
万
円
の
増

平成３０年度９月補正予算
（単位：万円）

補正後

１２，３７４，２６８

６，５７０，１４９

５，３０６，０５７

２４，２５０，４７４

補正額

４８，８７１

８２，９７９

１，２５０

１３３，１００

補正前

１２，３２５，３９７

６，４８７，１７０

５，３０４，８０７

２４，１１７，３７４

一般会計

特別会計

企業会計

合計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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総
務
企
画
委
員
会

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

問

手
数
料
条
例
の
改
正
理
由
で
あ

る
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
の
概

要
は
。

答

建
築
物
の
接
道
規
制
の
適
用
除

外
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、
従
来

か
ら
の
許
可
に
加
え
、
幅
員
４
㍍
以
上

の
農
道
等
に
敷
地
が
２
㍍
以
上
接
し
て

い
る
一
戸
建
て
住
宅
な
ど
の
条
件
に
適

合
す
れ
ば
、
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得

る
必
要
な
く
認
定
で
き
る
規
定
が
新
設

さ
れ
た
。
ま
た
、
１
年
を
超
え
て
使
用

す
る
特
別
の
必
要
が
あ
る
仮
設
興
行
場

等
の
仮
設
建
築
物
に
つ
い
て
、
建
築
審

査
会
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
１
年
を
超

え
る
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
建
築
を
許

可
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

福
祉
病
院
委
員
会

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

問

内
科
、
緩
和
ケ
ア
内
科
、
乳
腺

外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

が
市
民
病
院
と
市
立
愛
知
病
院
の
両
方

に
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う

役
割
は
。

答

内
科
は
、
市
民
病
院
で
は
高
度

急
性
期
及
び
急
性
期
の
患
者
を
、

愛
知
病
院
で
は
亜
急
性
期
及
び
結
核
患

者
を
診
療
す
る
。
緩
和
ケ
ア
内
科
は
、

市
民
病
院
で
は
入
院
・
通
院
し
て
い
る

が
ん
患
者
及
び
が
ん
以
外
の
急
性
期
の

患
者
に
対
し
て
緩
和
ケ
ア
を
実
施
し
、

愛
知
病
院
で
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
入
院

患
者
と
緩
和
ケ
ア
で
外
来
通
院
し
て
い

る
患
者
を
診
療
す
る
。
乳
腺
外
科
は
、

市
民
病
院
で
は
手
術
を
行
う
患
者
の
入

院
診
療
を
行
い
、
愛
知
病
院
で
は
外
来

診
療
と
抗
が
ん
剤
治
療
、
再
発
に
よ
る

入
院
診
療
を
行
う
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
は
、
主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
入
院

患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
診
療
を
行
う
。

文
教
生
活
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

教
育
費

問

小
学
校
校
舎
改
修
業
務
及
び
中

学
校
校
舎
改
修
業
務
で
、
エ
ア
コ

ン
の
設
置
対
象
と
な
る
教
室
と
そ
の
数

は
。

答

設
置
の
対
象
と
な

る
教
室
は
、
特
別
支

援
教
室
を
含
む
普
通
教
室

や
理
科
室
、
図
工
室
な
ど

の
特
別
教
室
の
ほ
か
、
少

人
数
学
級
、
適
応
指
導
教
室
、
配
膳
室

な
ど
で
、
資
料
室
や
準
備
室
、
会
議
室

な
ど
は
含
ん
で
い
な
い
。
今
回
設
置
を

予
定
し
て
い
る
教
室
数
は
、
小
中
学
校

合
わ
せ
て
、
普
通
教
室
が
１
１
９
４
室
、

特
別
教
室
な
ど
が
５
８
５
室
で
、
合
計

１
７
７
９
室
で
あ
る
。
な
お
、
設
置
す

る
教
室
数
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
を
も
と
に
、
３１

年
度
の
学
級
数
の
変
動
や
使
用
状
況
な

ど
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
た
め
、
今
後

変
動
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

経
済
建
設
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

土
木
費

問

市
道
針
崎
ポ
ン
プ
場
線
は
、
ど

の
よ
う
な
整
備
を
予
定
し
て
い
る

か
。

答

同
路
線
は
南
側
に
歩
道
を
有
す

る
幅
員
約
１０
㍍
の
市
道
だ
が
、
車

道
に
中
央
線
が
な
い
た
め
、
車
両
の
安

全
な
通
行
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
こ
の
道
路
は
、
主
に
沿
線
住
民
と

小
学
校
関
係
者
な
ど
特
定
の
人
が
利
用

し
て
い
る
が
、
今
後
区
画
整
理
内
道
路

と
接
続
さ
れ
る
と
、
不
特
定
多
数
の
人

に
利
用
さ
れ
、
交
通
量
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
沿
線
に
は
小
学
校
が
あ

り
、
通
学
路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
児

童
の
安
全
に
配
慮
し
た
幅
員
構
成
を
現

在
の
幅
員
内
で
検
討
し
て
い
く
。
更
に
、

現
状
の
変
則
的
な
交
差
点
形
状
を
改
善

し
、
安
全
で
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
交
差
点
の
位
置
を
南
側
へ
移
動

さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
市
道
の
一
部
の
つ

け
か
え
を
予
定
し
て
い
る
。

４
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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義務的経費
45.3％

投資的経費
15.8％

その他
38.9％ 依存財源

30.6％

自主財源
69.4％

市税
54.9％

人件費
16.9％

扶助費
23.2％

物件費
16.9％

その他
21.2％

その他
14.5％

地方交付税
0.6％維持補修費

0.8％

公債費
5.2％

国庫支出金
12.4％

県支出金 5.6％市債 4.4％

その他 7.6％

純剰余金
47億2,833万円

30年度への繰越し財源
9億5,857万円

歳出決算額
1,213億4,719万円

歳入決算額
1,270億3,409万円

歳入歳出差引き額
56億8,690万円

総
括
質
疑

問

公
債
費
を
除
く
歳
出
と
市
債
を

除
く
税
収
入
等
の
歳
入
と
の
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
表
す
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
過
去
３
年
間
の
推
移
と
、
そ
れ

に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答

決
算
ベ
ー
ス
で
の
推
移
は
、
２７

年
度
約
６５
億
５
９
０
０
万
円
、
２８

年
度
約
６３
億
３
６
０
０
万
円
、
２９
年
度

約
６３
億
９
７
０
０
万
円
と
い
ず
れ
も
黒

字
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

が
黒
字
と
い
う
こ
と
は
、
市
債
の
発
行

に
頼
ら
ず
、
そ
の
年
の
歳
入
で
市
民
生

活
に
必
要
な
収
支
が
賄
え
て
い
る
状
況

と
言
え
る
。
今
後
も
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
注
視
し
つ
つ
、
世
代
間
の
負

担
の
公
平
も
図
り
な
が
ら
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

実
質
収
支
比
率
が
標
準
財
政
規

模
の
３
〜
５
％
を
依
然
と
し
て
超

え
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
を
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
か
。

答

実
質
収
支
比
率
は
、
実
質
収
支

額
を
標
準
財
政
規
模
で
割
っ
て
算

定
す
る
も
の
だ
が
、
２９
年
度
は
６
・
４

％
で
、
２８
年
度
と
比
較
し
て
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
実
質
収
支
額
は
、

歳
入
歳
出
の
差
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
た
事
業
の
財
源
を
除
い
た
実
質
的

な
決
算
額
、
純
剰
余
金
で
あ
る
が
、
２９

年
度
は
約
４７
億
円
と
、
２８
年
度
と
比
較

し
て
約
８
億
円
増
加
し
た
こ
と
が
、
指

標
が
上
昇
し
た
主
な
要
因
で
あ
る
。
実

質
収
支
額
が
増
加
し
た
主
な
理
由
は
、

歳
入
予
算
を
上
回
る
収
入
が
約
９
億
円

あ
っ
た
こ
と
と
、
歳
出
予
算
の
不
用
額

が
約
３８
億
円
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
社

会
情
勢
や
経
済
情
勢
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
予
算
額
を
正
確
に
見
込
む
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
が
、
適
正
な
予
算
編

成
に
努
め
て
い
る
。

支出決算額

２３２億７，３３８

２１１億４，１３９

２１億３，１９９

１３２億９，９３５

６９億２，８１２

６３億７，１２３

１５７億４，２４０

８２億１，７６８

７５億２，４７２

５２３億１，５１３

収入決算額

２１７億５，９５８

２０６億８，７１２

１０億７，２４６

９５億４，８０２

７８億７，３８３

１６億７，４１９

１２７億３，８８７

８８億９，１９４

３８億４，６９３

４４０億４，６４７

病院事業

収益的

資本的

水道事業

収益的

資本的

下水道事業

収益的

資本的

合 計

■一般会計 単位：万円

※数値については、表示単位未満を四捨五入しているため、差引きが一致しない場合があります。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
２９
年
度
決
算
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
や
他
の
質
疑
に
つ
い
て
は
市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
事
録
で

御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■企業会計 単位：万円
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総
務
企
画
分
科
会

消
防
費

問

防
火
水
槽
及
び
消
火
栓
の
設
置

数
と
、
そ
の
維
持
管
理
及
び
水
利

新
設
時
の
消
防
団
へ
の
周
知
方
法
は
。

答

本
市
に
は
２９
年
度
末
で
防
火
水

槽
８
８
９
基
、
消
火
栓
３
９
９
３

基
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
防
火
水
槽
の

う
ち
耐
震
性
防
火
水
槽
は
４
３
０
基
で
、

１
０
０
立
方
㍍
の
飲
料
水
兼
用
耐
震
性

防
火
水
槽
が
１１
基
含
ま
れ
て
い
る
。
防

火
水
槽
及
び
消
火
栓
は
、
消
防
職
員
及

び
再
任
用
職
員
が
計
画
的
に
点
検
を
行

い
、
必
要
時
に
は
修
繕
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
防

火
水
槽
は
毎
年
１
基
の
点
検
清
掃
や
修

繕
を
行
っ
て
い
る
。
消
防
団
に
対
し
て

は
消
防
水
利
図
を
配
付
し
て
お
り
、
新

設
時
は
消
防
団
長
に
周
知
す
る
と
と
も

に
、
消
防
団
員
か

ら
問
合
せ
が
あ
っ

た
際
に
は
、
管
内

の
水
利
図
の
配
付

も
行
っ
て
い
る
。

福
祉
病
院
分
科
会

民
生
費

問

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
た
効
果
は
。

答

発
達
に
心

配
の
あ
る
子

供
に
つ
い
て
の
窓

口
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
、
市
民
だ

け
で
な
く
、
医
療
機
関
や
保
育
園
な
ど
、

普
段
か
ら
子
供
に
接
し
て
い
る
機
関
か

ら
も
相
談
し
や
す
い
体
制
が
整
っ
た
こ

と
で
、
早
期
の
幅
広
い
支
援
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
の
発
達
に

効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
る
比
較
的
早
い

年
齢
で
、
専
門
相
談
や
医
療
機
関
で
の

診
察
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
療
育

機
関
の
利
用
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
を

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、

相
談
、
医
療
、
療
育
の
各
部
門
を
集
約

し
た
こ
と
で
、
連
携
が
強
化
さ
れ
、
一

つ
の
部
署
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な

困
難
な
ケ
ー
ス
に
も
早
期
の
対
応
が
可

能
と
な
っ
た
。

文
教
生
活
分
科
会

教
育
費

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
情
報
端
末
を
導

入
し
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
学

習
で
使
っ
て
き
た
と
の
こ
と
だ
が
、
学

習
効
果
は
。

答

そ
れ
ぞ

れ
の
教
科

で
学
習
意
欲
が

向
上
し
た
り
、
子
供
た
ち
が
学
習
内
容

を
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
り
し
た
。
例

え
ば
、
数
学
の
円
の
性
質
の
授
業
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
図
形
を
指
で
動
か
し

な
が
ら
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
円
周
率
の
性
質
を
容
易
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
英
語
の

道
案
内
の
授
業
で
は
、
英
語
表
現
を
個

人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
繰
り
返
し
練

習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
習
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
意
欲
的
に
学
習

に
取
り
組
み
、
そ
の
教
科
の
学
習
内
容

を
効
果
的
に
理
解
す
る
場
面
が
多
く
見

ら
れ
た
。

経
済
建
設
分
科
会

土
木
費

め

ぐ

る

問

社
会
実
験
「
Ｍ
ｅ
ｇ
ｕ
ｒ
ｕ

く

る

わ

Ｑ
ｕ
ｒ
ｕ
ｗ
ａ
」
に
関
す
る
業
務

の
成
果
は
。

答

公
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
社
会
実

験
運
営
業
務
で
は
、
地
区
の
豊
富

な
公
共
空
間
を
活
用
す
る
「
Ｍ
ｅ
ｇ
ｕ

ｒ
ｕ

Ｑ
ｕ
ｒ
ｕ
ｗ
ａ
」
と
名
づ
け
た

社
会
実
験
を
実
施
し
た
。
乙
川
河
川
敷

な
ど
五
つ
の
公
共
空
間
の
拠
点
で
、
３６

の
民
間
投
資
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
来
場
者
を
対
象
に
、

移
動
し
た
動
線
を
地
図
に
描
く
調
査
で

は
、
こ
れ
ら
を
重
ね
る
と
、
ま
ち
の
主

要
回
遊
動
線
と
し
て
設
定
し
た
Ｑ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
Ｗ
Ａ
上
に
集
中
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

会
場
設
営
委
託
業
務
で
は
、
社
会
実
験

を
安
全
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
規
制
看
板
な
ど
の
安
全
対
策
施
設
や
、

休
憩
用
の
テ
ン
ト
や
椅
子
、
人
工
芝
な

ど
の
し
つ
ら
え
を
行
い
、
将
来
の
公
共

空
間
の
使
い
方
を
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

決算審査

こども発達センター

消火栓
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

自
民
清
風
会

「
小
中
学
校
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
採
用
で
、
設
計
・

施
工
・
維
持
管
理
を
一
括
契
約
に
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
設
置
ま
で
の
時

間
短
縮
が
図
ら
れ
る
と
共
に
地
域
間
・

学
校
間
・
世
代
間
の
不
公
平
感
が
お
お

む
ね
解
消
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
隣
自
治

体
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
対
す
る
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
、
少
し
で

も
早
く
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
で
機

器
の
製
作
や
施
工
業
者
の
確
保
に
有
利

と
な
る
こ
と
、
事
業
者
決
定
に
至
る
手

続
を
短
縮
す
る
こ
と
で
契
約
時
期
を
３０

年
１２
月
末
と
し
た
こ
と
を
高
く
評
価
す

る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
市
民
会
館
の
駐
車
場
不
足
に
対
応
す

る
た
め
に
土
地
を
購
入
し
、
３１
年
度
と

３２
年
度
に
供
用
開
始
す
る
予
定
で
、
駐

車
台
数
が
約
５０
台
ふ
え
、
利
用
者
に

と
っ
て
は
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
市
民
会
館
通
り
沿
い
に
予
定
し

て
い
る
駐
車
場
は
、
普
段
は
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
期
待
す
る
が
、
市
民
会
館
駐
車
場
の

充
足
率
は
他
市
の
平
均
に
及
ん
で
い
な

い
た
め
、
更
な
る
次
の
一
手
を
早
期
に

検
討
さ
れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛

成
し
た
。

公
明
党

「
市
道
舞
木
蒲
郡
線
の
通
行
止
め
の
早

期
解
除
を
行
う
た
め
に
崩
落
箇
所
の
の

り
面
保
護
工
事
を
行
う
も
の
で
、
安
全

確
保
の
観
点
か
ら
通
行
止
め
に
し
、
二

う

か
い

次
災
害
防
止
、
沿
線
住
民
の
迂
回
路
確

保
、
幸
田
町
等
へ
の
情
報
提
供
、
迂
回

路
の
周
知
等
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
策
を
講
じ
た
が
、
４
カ
月
余
り
経
過

し
て
お
り
地
元
住
民
等
に
不
便
を
与
え

て
い
る
た
め
、
早
期
の
供
用
開
始
に
努

め
ら
れ
た
い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成

し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・
無
所
属
の
会

「
将
来
の
愛
知
環
状
鉄
道
大
門
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び
複
線
化
に
備
え
る

た
め
に
用
地
を
取
得
し
、
自
転
車
駐
車

場
及
び
バ
ス
待
機
所
と
し
て
暫
定
整
備

す
る
も
の
で
あ
る
。
大
門
駅
の
乗
降
客

数
は
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
今
後
は
一

日
平
均
３
千
人
の
乗
降
客
数
を
超
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
日
も
早

く
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
さ
れ
た

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
エ
ア
コ
ン
設
置
は
多
く
の
地
元
業
者

が
参
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
下

請
け
や
労
働
者
の
工
賃
が
引
き
下
げ
ら

れ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
、
国
や

県
に
補
助
金
を
要
望
す
る
こ
と
と
意
見

を
付
し
て
評
価
す
る
が
、
戸
籍
事
務
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
関
連
づ
け
る
シ
ス
テ

ム
改
修
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
拡
大

に
関
わ
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し

た
。

特別委員会

総合計画等検討

第３・４委員会室

第３・４委員会室

公共施設等総合管理対策検討

第３・４委員会室

第３・４委員会室

健幸まちづくり推進

第３・４委員会室

第３・４委員会室

議会運営委員会

議会大会議室

１ 次期総合計画
２ 調査報告書の取りまとめ

調査報告書の取りまとめ

１ 公共施設等総合管理計画
２ 調査報告書の取りまとめ

調査報告書の取りまとめ

調査報告書の取りまとめ

調査報告書の取りまとめ

９月定例会の運営等

７月４日

７月２３日

６月２７日

７月１７日

６月２７日

７月１９日

８月２０日

常任委員会

総務企画

第３・４委員会室

議会大会議室

福祉病院

第３・４委員会室

第３・４委員会室

文教生活

第３・４委員会室

現地（名古屋市）

経済建設

現地（夏山町）

第３・４委員会室

会計年度任用職員制度

まち・ひと・しごと創生総合戦略

保育所保育指針の改定

自殺対策

ポイ捨て防止・路上喫煙禁止に
関する取り組み

減災館と次の震災

飲料水供給施設

立地適正化計画及び生産緑地

７月１０日

８月７日

７月６日

８月１０日

７月２日

８月１０日

７月５日

８月８日

●委員会の活動「調査事項」（６月～８月）

本
会
議
最
終
日
に
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
て
、
各
会
派
が

賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同

を
求
め
ま
し
た
。
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日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団

○

○

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
・

無
所
属
の
会

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

公

明

党

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

民
政
ク
ラ
ブ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

自
民
清
風
会

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

採

決

結

果

承認

認定

可決・認定

可決

同意

可決

不採択

採択

件 名

市長提出議案

平成３０年度一般会計補正予算の専決処分

平成３０年度宮崎財産区特別会計補正予算の専決処分

平成２９年度一般・特別会計の決算の認定

平成２９年度病院事業会計の決算の認定

平成２９年度水道事業会計の利益の処分及び決算の認定

平成２９年度下水道事業会計の利益の処分及び決算の認定

財産の譲与（豊富学区市民ホーム及びふれあいデイサービスセンター）

財産の無償貸付け（河瀬自治会及び仲組自治会集会施設用地）

財産の譲与（中山間地域農村活性化施設）

工事請負の契約（中央総合公園体育館天井改修工事）

工事請負の契約（中央総合公園錬成道場天井改修工事）

工事請負の契約（中央総合公園体育館・エントランス・錬成道場電気設備改修工事）

工事請負の契約（中央総合公園体育館・エントランス・錬成道場機械設備改修工事）

工事請負の契約（市営住宅平地荘新築工事（Ａ工区））

工事請負の契約（市営住宅平地荘新築工事（Ｂ工区））

手数料条例の一部改正

学区集会施設条例の一部改正

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準に関する条例等の一部改正

母子家庭等医療費助成条例の一部改正

遺児手当条例の一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正

中山間地域農村活性化施設条例の廃止

病院事業の設置等に関する条例等の一部改正

平成３０年度一般会計補正予算（第３号）

平成３０年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成３０年度こども発達医療センター特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度病院事業会計補正予算（第２号）

固定資産評価審査委員会の委員の選任

教育委員会の委員の任命

公平委員会の委員の選任

議員提出議案

地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般非常勤職員の処遇改善と雇用安定に関する意見書の提出

自動車関係諸税の抜本改革についての意見書の提出

キャッシュレス社会の実現を求める意見書の提出

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出

精神障がい者の交通運賃割引制度の適用を求める意見書の提出

国の私学助成の拡充に関する意見書の提出

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出

請 願

制度がないため苦しむ市内２，６００人超の患者の命と人生を守るための、自立支援医療（精神通院）利用者への精神障害者医療費助成を求めること

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出

精神障がい者の交通運賃割引の適用を求める意見書の提出

陳 情

私立高校生の保護者の授業料負担の公私格差を是正するために岡崎市授業料補助金制度の充実を求めること

転倒の恐れがあるブロック塀の撤去費の補助に関すること

国の私学助成の拡充に関する意見書の提出

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出

岡崎市路上喫煙禁止条例に関すること

承４

承５

認１

認２

認３

認４

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

同５

同６

同７

議４

議５

議６

議７

議８

議９

議１０

請３

請４

請５

陳９

陳１０

陳１１

陳１２

陳１３

（○賛成、×反対）

会派別賛否

意見を付して議長に
報告することとした。

審議結果 ９月定例会
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おかざき未来“夢”プロジェクト
子ども子育てラウンドテーブル

おかざき未来“夢”プロジェクト
子ども子育てラウンドテーブル

12 月定例会予定
日

9

16

23

土

8

15

22

金

議案質疑、
委員会付託
※

常任委員会

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

7

14

21

木

一般質問

常任委員会

6

13

20

水

一般質問

議会運営委員会

5

12

19

火

一般質問4

11

18

月

開会、
市長提案説明、
議案説明
（一般質問）

12/

3

10

17

です。１１月１５日木
１２月定例会の

請願・陳情提出締切りは、

※質疑を行う議案等がない場合は、１２月６日の一般質問終了後に委員会付託を行い、１２月７日は休会日とします。

○一般質問の通告内容は、開会日までに市議会HPに掲載します。

○開会、一般質問、閉会の模様は、ケーブルテレビミクスで中継します。

また、インターネットでは開会、一般質問、議案質疑、閉会の中継を行います。

○各会議の開催時刻は午前１０時の予定（常任委員会の開催時刻、開催順序等は１１月１９日に決定）です。

議 案 検 討

３０年１０月３日（水）に岡崎市議会・岡崎女

子大学・岡崎女子短期大学の共催で、岡崎

女子大学の教室をお借りし、議員と学生が

本市の子ども子育て施策に関する意見交換

を行いました。

第１部では岡崎市議会から「これからの

本市の子ども子育て」について報告をし、

第２部では岡崎女子短期大学准教授の町田

由徳氏から「子ども好適空間研究」につい

ての発表がありました。

また、第３部では岡崎女子短期大学准教

授の野田美樹氏によるコーディネートの下、

学生がグループリーダーとなって議員と活

発な意見交換を行いました。

学生からいただいた貴重な御意見やアン

ケート結果については、今後の市政に反映

できるよう、市議会として提言等を行って

いく予定です。

14おかざき議会だより│vol.１９４



政務活動費の透明性確保へ
領収書（1円単位）などを全て市議会HP上で公開

政務活動費は何のためにあるの？

地方自治法の規定に基づき、議員の調

査・研究の経費の一部として、本市では会

派に対して１人当たり月５万円（年額６０万

円）を交付するものです（会派に所属しな

い議員は個人に交付）。

議会による政策提言や監視機能を高める

ために活用しています。

具体的に何に使っているの？

先進地への調査研究視察、研修会への参

加、政務活動に必要な資料の作成、図書・

資料の購入などに使っています。

収支報告書・視察報告・領収書などは、市役所西庁舎１階市政情報コーナーでも閲覧するこ

とができます。

御不明な点は、議会事務局総務課（☎０５６４‐２３‐６３８２）までお問合せください。

返還額
①－②

２７７，９６７

２，００７，７３２

４６３，６８１

１，０３１，４７７

０

２６，６７７

１３，８７９

５６５，５５４

０

２３４，３２３

４，６２１，２９０

合計
②

７，６２２，０３３

３，３９２，２６８

１，９３６，３１９

１，３６８，５２３

１，８１７，６７６

２２３，３２３

２３６，１２１

３４，４４６

６１５，７６０

３６５，６７７

１７，６１２，１４６

人件費

１，１７３，４４７

７６，４７４

１，２４９，９２１

資料購入費

１４４，５０６

２５，３２０

１３３，６８５

２６８，８０３

２６，９７１

５９９，２８５

資料作成費

２，３０１，３４１

４８０，７１４

１１４，９９３

５２５，７２７

４８２，６９４

１２０，９９０

１３３，７８９

３４，４４６

４，１９４，６９４

広聴費

７，３６６

３，５６０

１０，９２６

広報費

７５３，９３７

７５３，９３７

研修費

２３０，８０６

７９，９４８

１７３，２９６

４８４，０５０

調査研究費

３，９１６，４３９

２，７６７，０４８

１，７１６，０５８

７０１，７４５

５８，９１２

１０２，３３３

１０２，３３２

６１５，７６０

３３８，７０６

１０，３１９，３３３

交付額
①

７，９００，０００

５，４００，０００

２，４００，０００

２，４００，０００

１，８００，０００

２５０，０００

２５０，０００

６００，０００

６００，０００

６００，０００

２２，２００，０００

会派名

自民清風会
※（１２人）

民政クラブ
（９人）

公明党
（４人）

チャレンジ岡崎・
無所属の会
（４人）

日本共産党
岡崎市議団
（３人）

無所属
※Ｈ２９．１１～

無所属
※Ｈ２９．１１～

無所属

無所属

無所属

計

２９年度 政務活動費決算額内訳（交付額を上回る支出をしている場合もあります）

※平成２９年１０月に自民清風会から２名の議員が離脱し、無所属となりました。
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■■■
■■
■

■
■■

■■■

■■■
■■
■

■
■■

■■■

採択請願

●定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の

提出について

◎下記意見書を可決したため、みなす採択とし、関係機関に意見書を提出しました。

●精神障がい者の交通運賃割引の適用を求める意見書の提出について

◎下記意見書を可決したため、みなす採択とし、関係機関に意見書を提出しました。

政府などへの意見書

●地方公務員法及び地方自治法の一部改正における新たな一般非常勤職員の処遇改善と雇用安

定に関する意見書

◎提出先 内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣

●自動車関係諸税の抜本改革についての意見書

◎提出先 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、国土交通大臣

●キャッシュレス社会の実現を求める意見書

◎提出先 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、国土交通大臣

●定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

◎提出先 内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

●精神障がい者の交通運賃割引制度の適用を求める意見書

◎提出先 衆議院・参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣

●国の私学助成の拡充に関する意見書

◎提出先 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

●愛知県の私学助成の拡充に関する意見書

◎提出先 愛知県知事

▶障がいのある方の傍聴について
障がいのある方が傍聴をできるように以下のサ

ービスを実施していますので、御利用ください。
•手話通訳／要約筆記
•磁気誘導ループ設置
•点字資料の提供
御利用に当たっては傍聴予定日の１週間前まで

に御予約ください。

▶本会議傍聴時の託児について
本会議傍聴時の託児サービスを実施しています。
傍聴予定日２日前の１６時までに御予約ください。

☎２３‐６３９０

☎２３‐６３９４

☎２３‐６３９６

☎２３‐６３６４

☎２３‐６３９７

☎２３‐６５２４

☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会

民 政 ク ラ ブ

公 明 党

チャレンジ岡崎・無所属の会

日本共産党岡崎市議団

無 所 属

議 会 事 務 局

議
会
ダ
イ
ヤ
ル

☎

議会の日程、傍聴、請願・陳情などに関する事項は、

議事課（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）までお問合せくだ

さい。

○編集と発行 岡崎市議会議会報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８

○岡崎市議会HP http://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

議会の意思を表明するため、次の意見書を可決し、直ちに議長が関係機関へ提出して、その
趣旨の実現が図られるよう要請しました。
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